
 

 

三蜜を避けながらも親密を 

 新年に思うこと 

あなたはご無事で新しい年を迎えられたでしょうか・・・。 

 

こんなことを思ってしまうほど、昨年２０２０年は、世界中が

混乱し不安になった年でした。 

こころなしか、喪中はがきが多かった気もします。 

 

 新型コロナというウイルスの発見が、私たちの生活を少しずつ

変えていき、あっという間に人と会うこともなんとなく憚られるよう

になりました。震災のときもそうでしたが、世の中で不穏なこと

が起こると、カウンセリングにいらっしゃる方が増えます。今回の

コロナ禍は特に、多くの人たちが言いようのない不安と焦り、苛

立ちといった大きなストレスに苛まれていることを感じました。 

同じ『コロナ禍によるストレス』と言っても、人によって全く異なる

ということもお伝えしておきたいと思います。 

 

「感染することが怖くて仕事に行きたくないのに休ませてくれ

ない」という人もあれば、「仕事に行きたいのに周囲から止めら

れる」という真逆のお悩みを聴きます。学校の授業がすべてオ

ンラインになったことで、それまで不登校だったお子さんが出席

率１００パーセントになったり、登校していたときには積極的

だったお子さんが、オンライン授業になじめず退学を検討してし

まわれたりします。 

 

 私の居るカウンセリングルームは消毒をし、窓を開けて換気

をしていますが、それでも心配な方はご自分で消毒液などをご

持参され、入室前に洗面所でうがいをしてこられます。 

そうまでしてでも「語らずにはいられない気持ち」が伝わってきま

す。これは、感染症対策で、物理的に人との接触が憚られて

いることや、今まで通りの行動が制限されているためにフラスト

レーションが溜まりやすいことが見えてきます。それだけではなく、

人々の個別化が進み、「誰かと何かを共有する」という喜びが

減ってしまっているように私には感じられるのです。 

働き方改革が言われたときにも、ご相談者の方々には、早く

帰れると喜ばれる人ともっと働きたいのにと不満に仰る人があり

ました。 

 世代も変化？ 

 中国の青年とお話しをしているときに、中国が感染を早い段

階で抑え込んだときのお話しがありました。ＳＡＲＳなど深刻

な感染症被害を経験されている人たちですので、一人ひとり

の危機感が高かったこともあるのでしょうが、その青年が語ってく

れたのは「今の４０代、５０代以上の人たちには社会のため

にという意識があるので、自分や家族のことだけではなく、周囲

のためにという考えや行動ができる。だけど、自分たちの世代

以降になったらそういう価値観はない。個人主義だから。」とい

う内容でした。私の偏見では中国には全体主義の印象があり

ましたので意外に感じたことを伝えると、時代によって変化して

いるのだと話してくれて、例えばオンラインゲームでも（中国に

は熱狂的なゲーマーが多いそうです）彼の子どもの頃に流行

ったゲームを十数年ぶりにプレイしてみるとタイトルが同じなのに、

主題が変わっていると言います。以前は４０人、５０人で集

まって強大な敵を一晩がかりで討伐するようなものが主流で、

敵を倒して手に入るアイテムも全員には行き届かないけれど、

それでも満足し熱くなっていたと。しかし、まったく同じゲームが

今では個人で戦闘をして自分のレベルやスキル、ステイタスを

高めていくことが主流になっていると言っていました。 

 

 みんなで集まって一つの方向に進もうとして生まれるものが

『社会』なら、個人個人が自分利益や安全を優先して『社会』

の資源を活用することも、ひとつの『社会の在り方』です。 

中国の若者たちがオンラインゲームや、スマートフォンのさまざま

なアプリケーションを手にして自由を謳歌できる時代が来たこと

を思い、単純によかったねと思いながら、身近な日本の社会を

見渡してみると、私たちもインターネットやスマートフォンによって

便利さを享受し、他者とつながる手段をいくつも手に入れてい

ることに気が付きます。コロナ禍によって会えない人たちが増え

ても、そのような技術のおかげで問題なく、いやそれ以上に手

軽につながっていられるはずです。ところが、毎日、カウンセリン

グルームで語られるのは、『孤独について』なのです。 

 

共通点は「私だけ？」 

「オンライン飲み会を毎週楽しみにしている同僚たちに、そ

れが苦痛であることが言えない人」や「リモートワークにより適切



 

 

な距離感が崩れ、ぶつかるようになったご家族」など、異口同

音に仰るのは「独りになりたい」ということです。 

または、職場や教室での人間関係の煩わしさから離れて、ネッ

ト上で趣味や価値観の合う人を探したり、アプリゲームでその

場限りの仲間として楽しんだり、嫌なことを逃れてきたはずなの

に、なぜか虚しくなっていく人たちがいます。 

 

いずれも『孤独について』のお話しなのですが、集団の中で

孤独を感じるとき、独りになることは有効な手段のひとつです。

じっくりと自分をみつめてエネルギーを蓄えることが大切です。し

かし、ずっとそのままでいてしまうと、無気力になったり、不安が

強まったり、疑心暗鬼になってしまう人も出てきます。孤独とい

うものは、時に必要なものであり、時に寂しく虚しいものでもあ

ります。カウンセリングルームにいらした方たちは充分に孤独と

付き合い、孤独によって満たされる時間と、反面、誰かに受け

止められる安心を実感し、また自分も誰かを受け止められる

存在であることを確信されることで回復、成長していかれます。 

 

多様化の光と影 

ここまで考えてみて、あれ？と急に浮かんだことがあります。 

 スマートフォンの進化は目覚しいもので、私の趣味趣向など

を日々しっかり把握を更新してくれています。私の気になりそう

な記事や、欲しそうな商品についての情報を、すっかり見抜か

れているかのように提示してくれています。どんなマニアックな内

容も拾ってきてくれるのです（興奮気味） 

私は電車の中や、ときには食事中でさえ、スマートフォンに機

嫌をとってもらっていることに気が付きます。 

ひとことも喋ってもいないのに、ひょっとすると私よりも私のことを

よくわかっているのではないかと・・・。 

先程「自由を謳歌できる時代が来てよかった」と言いましたが、

もしかして、逆に監視・管理されていないか？？ 

・・・いや、怖いので考えるのをやめておきましょう。 

 

 最近のアイドルグループの人数や、ひとつのアニメに出てくる

登場人物たちが、覚えきれないくらい増えていくのも、あらゆる

個人の趣味趣向に合わせるよう計算された結果だとすると、

『個別化こそが社会の在り方』であり、もはや『既存の社会』と

いうものは、その枠組みを危うくし、一部の人たちの頑張りでギ

リギリ保たれている気さえしてきます。だとしたら、政府も行政も

企業も学術も方針をひとつに向かい合うことは無理があります

ね。 

 

 コロナ禍という経験を通して、私たちは、ますます『社会』とい

うものや、自己責任（孤独について）のバランスを考える機

会を得ているように思います。 

また、どれだけ三蜜を避けたとしても、絶対的に『親密』を守る

ための方法を考えることが今年の私の課題でもあります。 
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